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その他のタイトル ''The Tale of Lord Haseo'': Literati, Demons,

























 1 脇本十九郎（「文学及び絵巻としての長谷雄双紙」『美術研究』45 号［1935 年］、421 頁）や、
桑原博史（『おとぎ草子』講談社、1982 年、243 頁）は、鎌倉時代末期とする。梅津次郎は
14 世紀の始めとし（「解説」角川書店編集部編『日本絵巻物全集』第 18 巻、角川書店、1968 年、
8 頁）、村重寧は 1310 ～ 20 代とする（「『長谷雄草紙』成立と作風」小松茂美編『日本絵巻大
成』第 11 巻、中央公論社、1977 年、89 頁）。『長谷雄草紙』のテキストは前述、小松茂美編『日

































 4 大江匡房「江談抄」佐竹昭広ほか編『江談抄、中外抄、富家語』岩波書店、1997 年、114－
115 頁。この良香の詩は『和漢朗詠集』「早春」部、紀長谷雄の前出の詩のすぐ前におかれて
いる。良香の詩は菅野禮行編『和漢朗詠集』小学館、1999 年、24 頁参照。
 5 馬淵和夫ほか編『今昔物語集』第 3巻、小学館、2001 年、308－311 頁。
 6 小松和彦「琵琶をめぐる怪異の物語」『妖怪文化研究の最前線』せりか書房、2009 年、223 頁。
 7 Michelle Osterfeld Li. Ambiguous Bodies: Reading the Grotesque in Japanese Setsuwa Tales. Stanford 
University Press, 2009, p. 117.
 8 広田哲通「人造人間の説話と論理」新井栄蔵ほか編『叡山の和歌と説話』世界思想社、1991 年、
169 頁。尊舜の長谷雄（良香）譚は『法華経鷲林拾葉鈔』臨川書店、1991 年、110－111 頁参照。
 9 徳田和夫「『長谷雄草紙』絵巻と昔話『鼻高扇』」昔話研究懇話会編『視る昔話 昔話：研究




































 10 永井義憲『長谷寺験記』新典社、1978 年、27 頁。
 11 『江談抄』 のテキストは、 脚注 4大江前掲書 81－82 頁参照。『今昔物語集』 のテキスト （「三善
清行宰相与（と）紀長谷雄口論の語」巻 24 第 25）は、脚注 5馬淵ほか前掲書 311－312 頁参照。




























11 世紀末から 12 世紀前半における大和一円に支配を進展させていく過程で、長谷
 13 文安藤民兒『消滅と再生の遊戯』金寿堂出版、2006 年；楊暁捷『鬼のいる光景?「長谷雄草
紙」に見る中世』角川書店、2002 年；土方洋一「長谷雄卿草紙」三谷栄一編『体系物語文学
史 5』有精堂、1991 年；脚注 1村重前掲論文、脚注 1脇本前掲論文、脚注 2徳田前掲論文参照。
 14 小松和彦・内藤正敏『鬼がつくった国、日本』光文社、1990 年、117 頁。




刊行会編『折口信夫全集』第 2巻、中央公論社、1995 年、283－284 頁参照。
 17 脚注 13 楊前掲書、226－227 頁。




































































 22 この成立年代は、村山修一『日本陰陽道総説』塙書房、1981 年、323－324 頁による。
 23 真下美弥子ほか「簠簋内伝金烏玉兎集（抄）」深沢徹編『日本古典偽書叢刊』第 3巻、2004 年、
106 頁。
 24 脚注 8広田前掲論文、159－169 頁。
































 26 黒田日出夫『歴史としての御伽草子』ペリカン社、1996 年、212－213 頁。
 27 脚注 7 Michelle Osterfeld Li 前掲書、128－129 頁。
 28 ピグマリオンの像は女神アフロディテのおかげで人間になるが、鬼の作品は人間長谷雄のせ
いで、人間になれない。
 29 説話と身体の研究については、Michelle Osterfeld Li 前掲書（特に第 4章）；Charlotte Eubanks. 
Miracles of Book and Body. University of California Press, 2011（特に第 3章）；Terry Kawashima. 
Writing Margins: The Textual Construction of Gender in Heian and Kamakura Japan. Harvard 



































 30 脚注 16 小松前掲書、12 頁。
 31 脚注 13 楊前掲書、107、117－124 頁。
 32 梅原猛『中世小説集』新潮社、1993 年、35－58 頁。









拙稿は、“Haseo soshi: a Medieval Scholar’s Muse” というタイトルでオーストラリア
の学術論文誌 Japanese Studies (Japanese Studies Association of Australia. Published by 
Taylor & Francis Journals) に掲載予定の論文を多少変更し、日本語訳したものです。
Japanese Studies の二人の査読者、編集長の Carolyn Stevens、Rebecca Suter、国際研
究集会でご指導くださった先生方に厚く御礼申し上げます。
